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の
往
復
運
賃
と
昼
食
代
で
、
１
回
３
円
か

か
る
。
１
日
の
出
面
賃
（
賃
金
）
が
１
円

20
銭
と
し
て
、
２
日
間
整
地
作
業
を
す

れ
ば
（
映
画
を
見
る
よ
り
も
60
銭
安
く
）

本
物
の
飛
行
機
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
』

と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
く
ら
い
、

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
飛
行
機
は
珍
し

い
も
の
だ
っ
た
の
で
す
」
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
全
会
一
致
で
村
民
が
自

ら
の
手
で
着
陸
場
を
つ
く
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　

大
人
か
ら
小
学
生
ま
で
、
村
民
み
ん

な
が
力
を
あ
わ
せ
、
農
具
を
手
に
、
無

償
の
汗
を
流
し
て
整
地
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
わ
ず
か
２
日
間
ほ
ど
で
、
長

さ
200
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
100
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
着
陸
場
が
完
成
し
た
の
で
す
。

　

大
正
15
年
10
月
22
日
、
い
よ
い
よ
、

飛
行
機
が
や
っ
て
く
る
日
が
来
ま
し
た
。

着
陸
場
に
は
村
民
を
は
じ
め
、
近
隣
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
過
ぎ
、
遠
く
西
の
空
に
あ

ら
わ
れ
た
小
さ
な
飛
行
機
は
、
見
る
見
る

う
ち
に
着
陸
場
へ
近
づ
き
、
千
歳
の
空

を
旋
回
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
歓
声
が

上
が
る
中
、
酒
井
操
縦
士
ら
３
人
が
乗

っ
た
「
北
海
」
第
１
号
機
は
、
完
成
し

た
ば
か
り
の
滑
走
路
に
着
陸
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
現
在
に
つ
な
が
る
千
歳
の

空
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私たちが見上げる空には、  　　　

たくさんの飛行機が行き交います。　

現在１日約 340 便が就航する千歳のまちに　　　

初めて飛行機が着陸し、空の歴史が始まったのは今から約 90 年前。

村民の労力奉仕により完成した１本の着陸場は、

世界の都市とつながる国際空港へと成長をとげました。

「空のまち、ちとせ」 　　　　　　　　　　　 　

これまでも、そして、これからも、　　　 　　

まちの発展の中心的な役割を担う空港には、

たくさんの方の「夢」が重なっています。

今月の特集は、空の歴史を切り開いた先人と

現在、そして未来の空を担う若者たちの

さまざまな「大空に駆ける夢」を紹介します。

大正15年10月22日
千歳に刻まれた空空の歴史

そ
の
後
、
飛
行
場
は
海
軍
の
基
地
と

な
り
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
は
米

軍
に
接
収
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
航
空
が
再

開
さ
れ
た
の
は
昭
和
26
年
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
年
の
10
月
、
最
初
の
旅
客
機
が

千
歳
に
飛
来
し
、
千
歳
～
羽
田
間
に
定

期
便
が
就
航
し
ま
し
た
。

　

東
川
会
長
は
語
り
ま
す
。

　

「
当
時
は
ま
ち
の
人
が
大
勢
で
お
祝
い

を
し
ま
し
た
。
陸
と
海
を
移
動
す
る
時

代
に
、
空
路
で
結
ば
れ
た
こ
と
は
画
期

的
な
こ
と
で
し
た
。
開
港
を
機
に
、
物

や
人
、
さ
ら
に
は
情
報
や
文
化
の
交
流

が
活
発
に
な
り
、
商
売
も
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。
空
港
は
今
日
ま
で
の
ま
ち
の
発

展
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
90
年
前

の
先
人
か
ら
見
れ
ば
、
現
在
の
繁
栄
は

信
じ
ら
れ
な
い
も
の
に
映
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
の
歴
史
は
、
『
何
か
に
ま
ち
の

発
展
を
求
め
た
い
』
と
い
う
大
正
時
代

の
村
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
願
い
と
先
見

性
、
そ
し
て
、
村
民
の
一
致
団
結
し
た

思
い
が
築
い
た
の
で
す
」

大正15年　千歳に着陸した｢北海｣第１号機と
　　酒井 憲次郎 操縦士(中央)

昭和26年　民間航空再開を祝う

　　　　　小学生の日の丸行列

名水ふれあい公園に展示されている
｢北海｣第１号機の実大模型

 千歳航空協会

 東
ひがしかわ

川　孝
たかし

　会長

そらのおはなし１　
飛行機に乗ると新聞に名前が載る？

先人の｢奉仕的精神｣と｢ことにあたって
は一致団結する｣という心意気を｢スピ
リット･オブ･チトセ｣と表現しています｡

民間航空が再開された昭和26年、東京と結ばれる１日１便の飛行
機は特別な乗り物でした。当時の新聞には搭乗者の名前が掲載さ
れていました(写真は当時の空港のようす)。

夢
物
語
の
は
じ
ま
り

夢
物
語
の
は
じ
ま
り

大
正
時
代
の
は
じ
め
、
千
歳
は
小
さ

な
村
で
し
た
。
現
在
の
空
港
が
あ

る
地
域
一
帯
は
樽
前
山
の
噴
火
に
よ
る

火
山
灰
で
覆
わ
れ
、
農
業
に
は
適
さ
な

い
土
地
で
あ
っ
た
た
め
、
村
民
は
苦
し

ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
の
村
長
は
、
広

大
な
土
地
を
活
用
す
る
道
と
し
て
「
軍

の
飛
行
場
に
で
き
な
い
か
」
と
考
え
ま

し
た
が
、
そ
の
と
き
は
、
ま
だ
ひ
と
つ

の　

「
夢
の
話
」
で
し
た
。

　

大
正
15
年
の
８
月
、
札
幌
（
苗
穂
）

と
苫
小
牧
（
沼
ノ
端
）
を
結
ぶ
私
鉄
が

開
通
し
、
千
歳
に
も
駅
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
鉄
道
を
利
用
し
て
、
小
樽
新
聞

社
（
現
在
の
北
海
道
新
聞
社
）
の
一
行
が
、

10
月
に
サ
ケ
の
ふ
化
場
の
見
学
を
兼
ね

た
旅
行
会
で
千
歳
を
訪
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
時
、
千
歳
に
食
堂
な
ど
は
な
く
、

新
聞
社
か
ら
村
に
お
茶
な
ど
を
用
意
で

き
な
い
か
と
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
快
く
受
け
入
れ
た
と
こ
ろ
新
聞

社
は
大
変
喜
び
、
お
礼
と
し
て
千
歳
の

上
空
を
飛
行
機
で
飛
ん
で
く
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

村
民
の
ほ
と
ん
ど
は
飛
行
機
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
村
は
、
せ
っ
か

く
飛
行
機
が
飛
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
着
陸

し
て
村
民
に
見
せ
て
ほ
し
い
と
新
聞
社

に
頼
み
ま
し
た
。

　

村
の
人
た
ち
は
、
着
陸
す
る
場
所
を

探
し
、
整
地
を
行
う
と
着
陸
に
使
え
そ

う
な
場
所
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

そ
の
場
所
こ
そ
、
以
前
「
夢
の
話
」

に
あ
っ
た
、
現
在
の
空
港
が
あ
る
付
近

で
し
た
。無

償
の
汗
を
流
し
て

無
償
の
汗
を
流
し
て

村
は
早
速
、
着
陸
場
づ
く
り
に
向
け

て
「
村
民
大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

千
歳
航
空
協
会
の
東
川
会
長
は
「
大
会

で
は
、
『
も
し
、
札
幌
へ
活
動
写
真
（
現

在
の
映
画
）
を
見
に
行
く
な
ら
ば
、
汽
車

大正15年10月      村民の労力奉仕により着陸場が完成

　　　　　　  　  小樽新聞社の三菱式Ｒ２･２｢北海｣第１号機が着陸

昭和９年10月      千歳飛行場開場

　　　　　　  　  (右写真は村民による拡張工事のようす)

昭和14年８月      日本初の世界一周機｢ニッポン｣が米国に向け発進

昭和14年10月      海軍千歳航空基地が設置される

　　　　　　  　  (当時は直角に交差する1,200ｍの滑走路があった)

昭和20年10月      終戦後、米軍により千歳航空基地が接収される

昭和25年５月      飛行場の拡張工事が行われる

昭和26年10月      千歳空港開港(民間航空の再開)

　　　　　　  　  千歳～羽田間の暫定定期航空路線が開設

昭和28年10月      2,700ｍの滑走路(現在の千歳基地西側滑走路)完成

昭和32年９月      航空自衛隊千歳基地が設置され、

　　　　　　  　  民間空港と自衛隊の共用開始

昭和34年７月      飛行場が米軍から日本政府に返還される

昭和36年11月      東側滑走路(2,700ｍ)完成

昭和38年４月      千歳空港ターミナルビルが営業開始

昭和42年11月      空港の年間乗降客数が100万人を超える

昭和55年10月      国鉄千歳空港駅(現在のＪＲ南千歳駅)開業

昭和56年３月      国際定期航空路線(千歳～成田～ホノルル)開設

昭和62年12月      空港の年間旅客数が1,000万人を超える

昭和63年７月      新千歳空港が開港(Ａ滑走路(3,000ｍ)完成)

平成４年７月      新千歳空港ターミナルビルがオープン

平成６年６月      国内初の24時間空港として運用開始

平成８年４月      新千歳空港Ｂ滑走路(3,000ｍ)供用開始

平成18年12月      千歳～羽田間の年間旅客数が1,000万人を超える

平成22年３月      国際線ターミナルビルがオープン

平成23年７月      国内線ターミナルビルがリニューアルオープン

19261926
20122012 空空のまち、ちとせの

あゆみ

現
在
の
繁
栄
の
礎
に

現
在
の
繁
栄
の
礎
に

第１章 spirit of chitose ―

先人 切り開いた｢夢｣
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